
様式第６４号（Ａ－４判）

不可視部分調査表

調査者 印 年月日

都道 郡 町
住 所 大字

府県 市 村
建物所有者

氏 名 又 は

法人・代表者名

建 物 番 号 調査対象建物・構造用途 不 可 視 部 分 の 名 称

□ 有（入手先 （ ））

既 存 図 に 種類名称 □建築確認申請通知書の設計図
□請負契約書の添付設計図

よ る 調 査 □完成時の竣工図
□その他の図面等（ ）

①既存図と調査物件との相違の有無
□ 有（内容 ）
□ 無

②既存図と既存設計書（□有 □無）との相違の有無
□ 有（内容 ）
□ 無

□ 無（聞き取り調査必要）

聞き取り調査 □ 要
の 必 要 性 □ 否 （理由 ）

聞 き 取 り 先（所有者 ）
聞き取り方法 □面談 □電話 □その他（ ）
聞き取り結果

聞き取り調査 聞 き 取 り 先（設計者 ）（TEL ）
聞き取り方法 □面談 □電話 □その他（ ）
聞き取り結果

聞 き 取 り 先（施工者 ）（TEL ）
聞き取り方法 □面談 □電話 □その他（ ）
聞き取り結果

調 査 先（ ）（TEL ）
その他の調査 調 査 方 法 □面談 □電話 □その他（ ）

調 査 結 果

不可視部分の
確 認 結 果

一級建築士 印

注１「その他の調査」とは、例えば基礎杭における起業者による地質調査等の確認をいう。
注２ 聞き取り調査等の聞き取り先が法人等の場合は、可能な限り担当者の氏名を記載すること。
注３ 工作物の不可視部分調査表を作成する場合は、様式中「建物所有者」を「物件所有者」に

読み替え、「調査対象建物・構造用途」については、工作物の種類とする。なお、井戸の
不可視部分の確認結果は、公共用地取得実務経験者に替えることができる。


